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人舌筋のLipofuscinに関する病理学的研究

佐藤方信　畠山節子　鈴木鍾美
　岩手医科大学歯学部口腔病理学講座＊（主任：鈴木鍾美教授）

〔受付：1981年5月27日〕

　抄録：人舌筋におけるLipofuscin（Lfc）の沈着態度を病理学的に検索した。

　材料は剖検例の舌を用い，舌尖，舌体および舌根部を前額断として切り出した。標本はパラブィン切片と

し，H・E．，　PAS，　Masson－Fontana，　Sudan　Black　B染色などを行ったほか，未染の標本を螢光顕微鏡

にても検索した。Lfcの沈着度はDayanらの基準に従って3段階に分け，個々の症例の総合的な沈着度は

検索した3部位のうち2部位以上で示されたDayanらの基準をあて，それぞれGroup　I，Group　I，Group

田とした。

　検索した89例のうち72例（80．9％）の舌でLfcの沈着がみられた。　Lfc沈着度別の症例数はξGroup　I

が9例（12．5％），Group　Iが45例（62．5％），　Group皿が18例（25．0％）であり，若い年代では．Group　I

に属する症例が多く，年齢を増すに従ってGroup皿がこれに代り，高年者ではGroup皿に虜する症例が

多くなっていた。平均年齢はGroup　lが33．7土9．4歳，　Group　nが63．3土10．1歳，　Group皿が73．1土9．8

歳であり，これらの群の平均年齢の間には有意の差がみられた（P＜0．001）、

は　じ　め　に

　Lipofuscin（以下Lfc）は脂質に関係するも

のとしてHueckによって名付けられ1），生理

的または病的な経過の結果として種々な細胞に

みられる。また，Lfcは人体の多くの器官と組

織に見い出され，年齢の増加にともなって心筋，

神経，肝，骨格筋の細胞などにその量が増加す

るといわれている。しかしながら，口腔領域の

筋にっいてLfcを検索した報告はこれまでに

本邦ではみられない。そこで著者らは比較的運

動量に富む舌筋についてLfcを検索し，興味

ある結果を得たので若干の考察を加えて報告す

る。

材料・方法

　材料は本学医学部第一病理および歯学部口腔

病理学教室にて剖検した89例（表1）の舌を用

い，それぞれ舌尖部，舌体の中央部および舌根

部を前額断として切出した。標本はパラフィソ

切片とし，ヘマトキシリン・エオジン，PAS，

Masson－Fontana，　Sudan　Black　Bおよび

ZiehLNeelsen染色などを施して検索したほ

か，未染の標本を用いて蛍光顕微鏡にても観察

した。これらの舌の各部位における＼Lfcの沈

着程度はDayanら2）の基準に従いgroup　1

（軽度，図1），group　2（中等度，図2），

group　3（高度，図3）とし，舌尖，舌体，舌

根の3部位についてそれぞれ判定した。また，

各症例における　Lfc沈着の総合的な評価はこ

れらの3部位のうち2っ以上の部位で示された

Dayanらの基準をこれにあてGroup　I，

Group皿，Group皿とした。例えば舌尖部，舌

体部，舌根部におけるDayanらの基準がそれ

ぞれgroup　1，group　2，　groUp　1であった

場合にはGroup　I，同様にgroup　3，group

3，group　2のような時はGroup皿とした。
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表1　検索症例の年代別分布

91

年　代 男　　女　　合　計

0

1－10

11－20

21－30

31－40

41－50

51－60

4

3

2

2

4

6

61－70　　13

71－80　　11

81－90 5

7　　11

3　　　6

1

2

4

3

4

8

7　　13

9　　22

5　　16

］ 6

合計　50　39　89

成 績

　Lfcは種々の大きさの頼粒として出現し，特

に筋線維核の両端にみとめられた。そしてこの

頼粒はPAS染色にて淡紫色，　Masson－Fon・

tana染色にて暗褐色ないし黒色（図1，2，3），

Sudan　Black　Bにて黒色に染色された。また，

未染の標本の蛍光顕微鏡的検索では黄色の自家

蛍光を発した。Lfcは検索した89例中（表4）

72例に認められ，10歳以下の17例には認められ

なかった。そこでLfcの認められた72例にっ

いて種々の観点から検討を加えた。

　舌の部位別にみたLfcと沈着程度別（group）

症例数をみると　（表2），いずれの部位におい

てもgroup　2（図2）の沈着度を示す症例が最

も多く，次いでgroup　3（図3）の沈着程度を

示す症例が多く，group　1（図1）の沈着度を

示す症例はいずれの部位においても最も少なか

った。

　各症例における総合的なLfc沈着程度
（Group）を性別および平均年齢との関係からみ

ると（表3），男性ではGroup　Iが27．3土5．0歳，

Group皿が63．8土11．0歳，　Group皿が74．3土

9．0歳であり，女性ではGroup　Iが38．8土9．2

歳，Group　Hが62，5土9．7歳，　Group皿が70．8

土11．1歳であった。男女合わせてみるとGroup

I　は33．7土9．4歳，Group　皿　は63．3土10．1

歳，Group皿は73．1土9．8歳であり沈着程度群

の平均年齢の間には有意の差がみられた（P＜

0．001）（図4）。

　Lfcの沈着を認めた72例について総合的Lfc

沈着程度（Group）とその症例数との関係では

（表4），Group　Iが9例（12．5％），　Group

∬が45例（62．5％），Group皿が18例（25．0％）

羅

図1　舌筋の組織像，group　1，Masson－Fontana染色
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図2　舌筋の組織像，group　2，　Maεson－Fontana染色
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であった。また年代別にみた総合的なLfc沈

着程度群（Group）別症例数の占める割合は（表

4，図5），21～30歳代および31～40歳代では全

ての症例がGroup　Iに属するものであった。

41～50歳代ではGroup　Iに属する症例が12．5

％と少なくなり，Group皿の症例が87．5％とそ

の大半を占めていた。50～60歳代ではGroup

Iの症例が7．7％，Group　Hの症例が76．9％，

Group皿の症例が15．4％となり，61～70歳代で

はGroup　Iの症例はなく，Group皿の症例が

77．3％，Group皿の症例が22．7％といずれも増

加していた。71～80歳代ではGroup皿の症例

は62．5％に減少していたのに反してGroup皿

の症例が375％と増加し，81～90歳代ではGroup

皿の症例が16．6％と著明に減少し，Group皿

の症例が83．4％とその大半を占めていた。すな

わち年代が増すに従って軽度のLfc沈着を示

すGroup　Iに属する症例が少なくなり，高度

の沈着をみるGroup皿に属する症例の増加す

る傾向がみられた。

　舌の3部位から標本の切出しが可能であった

69例にっいて，それぞれの部位におけるLfcの
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表2　舌の部位別によるLfc沈着度別症例数

沈着度 91 92 93 合　計

舌尖部

舌体部

舌根部

（10　　　　　39　　　　　20
14．5　）　　　（　56．5　）　　　（　29．0）、鯖

　8（11．2）

　14
（19．4）

　41
（56．9）

　38
（52．8）

　23
（31．9）

　20
（27．8）

72

72

享不明　3．（）内は％

表3　各Lfc沈着群の性別平均年齢

沈着群 男 女 全体
GI　　　27．3土5．0　　38．8土9．2　　33．7土9．4

GII　63．8：ヒ11．0　62，5土9．7　63．3土10．1

GIII　74．3士9．0　70．8土11．1　73．1土9．8

Mean土S．D．

表4　年代別にみた各Lfc沈着群の症例数

年　代　　性
Group

0

1－10

1｜－20

21－30

31－40

41－50

51－60

61－70

71－80

81－90

GO　　GI　 GII　GIII

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
男
女
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男
女
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7
3
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う
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4

う
」
－
つ
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小　計

合計 ‡1117

；・i；451i18
（12．5）　（62．5）　（25白0）

；；72（8・・9）
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図4　各Lfc沈着群の平均年齢

Gu工

沈着の程度（group）と症例数との関係をみる

と（図6），舌尖，舌体および舌根のいずれの部

位も同じ程度にLfc沈着がみられたのは25例

（35．7％）であった。舌体部が他の2部位に比

して沈着の強い症例は10例（14．3％）で，舌体

および舌根部が舌尖に比して沈着が強かったの

は9例（12．9％）であった。また舌尖部が他の2

部位より沈着の強いものおよび舌尖と舌体が舌

根部より沈着の強いものがそれぞれ8例（11．4

％）みられた。そして舌根部が他の2部位より

Lfc沈着の強かったものおよび舌尖部と舌根部

が舌体部より　Lfc沈着の強かったものは比較

的少なく，それぞれ6例（8．6％）と4例（5．7

％）であった。

　症例を悪性腫瘍群（39例）と非悪性腫瘍群（33

例）に分け，それぞれの舌における総合的Lfc

沈着程度（Group）と症例数との関係を検索し

た（表5）。　その結果，悪性腫瘍群においては

Group皿の症例が24例（61．5％）で最も多く，
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一
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一
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図5　年代別にみた各Lfcと沈着群における症例数の割合

例数

　20

10

0

皿
鵜

搬

口］［□［皿ロコ田コ［ゴ］凹

図6　舌の部位別Lfc沈着度別症例数

Group　I皿の症例が13例（33．3％），　Group　Iの

症例が2例（5．2％）の順であった。非悪性腫瘍

群ではGroup巫の症例が最も多く，Group　I

の症例が7例（21．2％），Group皿の症例が5

例（15．2％）の順であった。Group　Hに属する

症例は両群で大差はなかったが，Group　Iの症

例数は悪性腫瘍群で少なく，Group皿の症例数

は非悪性腫瘍群で少なかった。

考 察

　Lipofuscin（Lfc）は消耗性色素などともよば

れ，生理的または病的な経過の結果として種々
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表5　悪性，非悪性腫瘍群におけるLfc沈着度別，年代別症例数

年代
悪　　性　　腫　　痴　　群 俳　　悪　　性　　腫　　癌　　群

GI GII GIII GI GII GIII

81－90

71－80

61－70

51⇒60

41－50

31－40

2｜－30

1

（2．6）

1

（2．6）

6

（15．4）

10

（25．6｝

5

（12．8）

3

（7．7）

　
　
　
8
　
3
　
）

7
　
　
　．

　
　
°
　
　
6

　
　
　
2
　
0
　
　・

3
7
　
5
0
4
1
1
に

｜

（3．0）

3

（9．1）

3

（9．1）

1

（3．0）

4

（12．．1）

7

（21．2）

5

（15．2）

4

（12．1）

2

（6．｜）

1

（3．0｝

1

（3．0）

1

（3．0）

合　計 2
（5，2）

24　　　　　13
（61．5）　　　　（33．3）

7

（2、．2）

21

（63．6｝

5

（15．2）

（）内は％

の器官と組織において認められ，古くから老化

の形態的指標3）の一つとして研究されてきた。

LfcはSudan　Black　B，0，04などでは明ら

かに黒染し，紫外線を当てると黄色の蛍光を発

する2’4）ことから組織学的に容易に認めること

ができる。著者らの検索においてもその組織学

的形態，組織化学的染色態度および自家蛍光の

様相はLfcとして記載されている特徴をもっ

ていた。

　Lfcの生成機序ないし由来については，糸粒

体，小胞体，ゴルジ装置，lysosomeなど既存

の細胞小器官が考えられ，Koobsら5）は人の心

筋の検索結果から糸粒体がLfc願粒に変化す

ることができることを指摘した。しかし現在は

lysosomeとの関連を重視する者が多く6’7），

Wolman8）はlysosomeに封入されている
1ipid　dropletの酸化重合の過程で生産される

と報告している。

　Lfcは種々の器官でこれまで記載され，ある

種の臓器，たとえば心11），神経，肝8），骨格筋12），前

立腺，甲状腺9）などにおいて年齢の増加に伴っ

て増加するといわれている。Goldfischerら1°）

は新生児肝においても認められ，必ずしも老化

に基づくものではないとも言っている。しかし

ながらStrehler11）は心筋においてLfcの沈着

は性に関係なく，年とともに直線的に増加する

と述べており，Rubinstein12）は手足，躯幹の横

紋筋においてLfc穎粒は60歳以上の人におい

てのみ認められたと記載している。

　舌におけるLfcはその大きさ，粗密度などの

形態的特徴から心筋におけるそれと似ており，

他の横紋筋にみられるものとは異なっている。

その理由の一つとして舌と心はいずれも大変活

動的な器官であることに起因するともいわれて

いる2）。著者らは89剖検症例のうち72例（80．9

％）の舌にLfcの沈着を認めた。　Dayanら2）

は検索した舌の93％にLfcがみとめられたが，

18歳以下の若い人にはみられなかったと述べて

いる。著者らは今回11～20歳代の若い症例の舌

は収集できなかったが，10歳未満の17例の舌に

はLfcを認めなかった。また人舌のLfcにっい

て観察したDayanら2）は色素の量の増加と年

齢の増加の間に正の相関がみられ（P－0．001），

この関連は男性にも女性にもみられたと記載し

ている。

　著者らの総合的なLfc沈着程度群（Group）
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別にみた症例の平均年齢では，軽度なLfc沈

着をみるGroup　Iは33．7土9，4歳と最も若く，

中等度のLfc沈着を示すGroup皿では63．3土

10．1歳であり，高度なLfc沈着をみるGroup

皿では73．1±9．8歳と最も高齢であった。また

年代別に各沈着程度群の占める比率をみても若

年層ではGroup　Iに属する症例の占める割合

が高いが，年齢を増すに従ってGroup皿の症

例がこれに代り，高年齢層ではGroup皿に属

する症例の占める割合が高くなっていた。．すな

わち加齢に伴って舌筋におけるLfcの沈着度

は増加する傾向が示唆された。

　これまで舌における部位別のLfc沈着程度

を比較した報告はみられない。よって著者らは

舌を尖部，体部，根部の3部位に分け，これら

の部位におけるLfc沈着の程度（group）を検

索した。その結果，いずれの部位も同じ程度に

Lfcの沈着がみられたのが25例（35．7％）で最

も多かったが，これ以外の舌の部位別Lfc沈

着様式をとる症例は比較的少なかった。著者ら

は，本研究を始めるにあたって，舌は複雑な機

能と運動を有する器官であることを考慮し，舌

筋におけるLfcの沈着に部位別な差の存在を

予測し期待したが，今回の研究結果からこれを

支持し得る明確な成績を得ることは出来なかっ

た。
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ま　　と　　め

　1．検索した89剖検症例のうち72例（80．9％）

の舌筋にLfcの沈着を認めた。

　2．Lfcの沈着程度別に症例を分けると，

Group　Iが9例　（12．5％），　Group皿が45例

（62．5％），Group皿が18例（25．0％）であっ

た。

　3．若年層ではGroup　Iに属する症例が多

く，年齢を増すに従ってGroup皿がこれに代

わり，高年齢層ではGroup皿に属する症例が

多くなっていた。

　4．Lfc沈着程度別の平均年齢はGroup　I

が33．7土9，4歳，Group皿が63．3土10．1歳，

Group皿が73．1土9，8歳で，いずれのGroup間

にも有意の差がみとめられた（P＜0．001）。

　5．Lfcの沈着程度を舌の部位別にみた場合

舌尖，舌体，舌根のいずれの部位にも等しく沈

着していた症例が25例で最も多く，全体の37．5

％を占めていた。

　本論文の要旨は第69回日本病理学会総会（札

幌）および岩手医科大学歯学会第6回総会にて

発表した。

　剖検例舌の収集にあたり御協力をいただいた

岩手医大医学部病理学第一講座の各位に感謝し

ます。

　Abstract：The　author　have　pathologically　investigated　the　presence　of　lipofuscin　in　human　tongue

muscle　of　89　autopsy　cases．

　The　pigmented　granules　were　stained　black　with　the　MassorFontana　procedure，　black　with　Su－

dan　Black　B　and　purple－pink　with　PAS　staining，　and　marked　yellow　color　autofluorescence　was

exhibited　in　unstained　section　under　ultraviolet　light．　These　reactions　showed　characteristics　of

the　granules　descri　bed　as　lipofusc三n．　Lipofuscin　granu］es　were　revealed　to　be　present　in　the　tongue

muscle　fibers　of　80．9％of　the　cases．　Analysis　between　increase　in　quantity　of　the　granule　and

increase　in　age　showed　that　there　was　a　statistically　significant　variation（P＜0．001）．
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